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教育委員会活動

事務事業No. 事務事業名 教育委員会会議

款 10 項 1 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 個別目標

施策

事務事業No. 事務事業名 教育委員会と事務局の連携

款 10 項 1 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 個別目標

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 教育委員

事業概要

法令に従い必要な協議を行う。

主な
取り組み

教育委員会会議を月１回程度開催する。

令和４年度
の取組内容

教育委員会会議にて各種議案の審議・報告・協議等を行った。
倶知安町営プール建替基本構想を策定を行いました。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

必要な審議・協議はされていた。

今後の
活動計画

小学校適正配置については、新幹線の開業・高速道路の開通に向けたまちづくりの計画や、新たな宅地造成が進
んでいる状況であることから、各校区における今後の人口動態に注視し、学校施設の長寿命化計画による施設の
改修計画や、それに伴う町の財政事情も視野に入れ、国の少人数学級定数化などの動きも鑑みながら協議をする
必要がある。引き続き、教育的事務・事案の適正な審議を行っていく。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 教育委員・担当職員

事業概要

連携を図り諸課題の解決に取り組む。

主な
取り組み

現状における課題点の共有及び意見交換を行う。

令和４年度
の取組内容

さまざまな案件等に関し会議を招集して審議・報告するとともに、継続して協議する必要のある事
案については、協議案件として会議に諮っている。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

連携は取れていた。

今後の
活動計画

会議の招集に当たっては、早期に日程調整を行い継続して連携を図っていく。
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教育委員会活動

事務事業No. 事務事業名 教育委員会と町長の連携

款 10 項 1 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 個別目標

施策

事務事業No. 事務事業名 教育機関等との連携

款 10 項 1 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 個別目標

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町長、教育委員

事業概要

総合教育会議や意見交換会などにより、教育行政の重要点について協議を行う。

主な
取り組み

総合教育会議を開催する。

令和４年度
の取組内容

令和４年１２月２６日に町長と総合教育会議を開催し意見交換を行った。
教育行政の方針（倶知安町教育大綱との整合性など）について確認した。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

総合教育会議により意見交換を行い、町長と協議を行うことができた。

今後の
活動計画

引き続き教育総合会議による意見交換を行っていく。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 教育委員、各種団体等

事業概要

関係団体等との連携を行ない、より良い関係を継続する。

主な
取り組み

学校施設や社会教育施設の現状を把握するとともに、関係団体からの意見を聞く。

令和４年度
の取組内容

学校訪問

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

入学式・学習発表会への参加については、新型コロナウイルス感染症対策の観点から参加す
ることを見合わせ、代替案として、祝電やメッセージを作成し送付しました　
卒業式については一部参加しました
学校訪問については実施することができました

今後の
活動計画

新型コロナウイルス感染症の状況を鑑みながら、学校施設や社会教育施設の現状把握と関係団体か
らの意見聴取を行う。
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教育委員会活動

事務事業No. 事務事業名 教育委員の自己研鑽

款 10 項 1 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 個別目標

施策

事務事業No. 事務事業名 計画等の策定

款 10 項 1 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 個別目標

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 教育委員

事業概要

研修会への参加などにより研鑽を行ない、教育問題への対応を行う。

主な
取り組み

全道・後志の研修会へ参加し、情報交換や問題事例の研究などを行う。

令和４年度
の取組内容

全道教育委員研修会、後志管内教育委員研修会（新型コロナウイルス感染症対策の観点から後志管
内教育委員研修会が中止）

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

各委員で様々情報収集をするなど自己研鑽を行っている。

今後の
活動計画

今後も目的・内容などにより、持続的な研修会への参加を行う。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 教育委員

事業概要

教育委員会として必要な計画について策定する。

主な
取り組み

教育委員会として必要な計画について策定する。

令和４年度
の取組内容

教育行政執行方針を定めた。
倶知安町営プール建替基本構想を策定しました。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

教育行政の執行方針等について、予算編成と合わせて作成し公表してい
る。

今後の
活動計画

教育大綱を骨子とした教育行政を遂行する。
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教育委員会活動

事務事業No. 事務事業名 教育委員会の権限に属する事務

款 10 項 1 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 個別目標

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 教育委員

事業概要

規則に基づき、教育委員会議に付さなければならない案件を審議する。

主な
取り組み

規則に基づく案件の審議をする。
教育長に委任された事務のうち、重要又は異例なものの審議をする。
教育長が臨時に代理した事務について、直後に開催される会議において説明・報告を行う。

令和４年度
の取組内容

規則に基づく案件の審議をした。
教育長に委任された事務のうち、重要又は異例なものの審議をした。
教育長が臨時に代理した事務について、直後に開催される会議において説明・報告を行った。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

必要な審議・報告はされていた。

今後の
活動計画

議案審議が必要な施策等を速やかに審議し、適宜業務にあたる。

4



学習指導の充実

事務事業No. 事務事業名 学習指導の充実

款 項 目 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標

施策

事務事業No. 事務事業名 教員定数の加配

款 項 目 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 倶知安町立小中学校児童・生徒

事業概要

子どもたちが社会で自立するため必要な学力について、基礎・基本の確実な定着とその活用力を
養っていく。

主な
取り組み

個別の指導が必要な子供が増えているため、各学校へ学習支援員を配置して対応するほか、児童生
徒の実態に応じた習熟度別学習やティーム・ティーチングによる指導、放課後や長期休業を活用し
た補充学習の取り組みを行う。

令和４年度
の取組内容

各学校において、全国学力・学習状況調査の結果分析等活用しながら、児童生徒の実態に応じた習
熟度別学習やティーム・ティーチングによる指導、放課後や長期休業を活用した補充学習の取り組
みを行う。
小中学校においては「町内６校で統一した独自の取組」として、義務教育９年間で資質・能力を段
階的に積み上げていく「倶知安プラン」を推進する。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

各校において加配教員を活用したり、放課後学習や長期休業中のサポート
学習を行うなど、工夫した取組を実施しているため。

今後の
活動計画

今後も、各校において加配教員を活用したり、放課後学習等サポート学習を行うなど、工夫した取
組を実施していく。また、倶知安プランを基本とした教育の充実を図る。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 倶知安町立小中学校

事業概要

各種計画や取り組み方針を着実に実施するため、教育課程や指導方法・指導体制の改善に積極的に
取り組み、優れた成果を上げることが期待される学校に対して道教委から教員が追加で配置され
る。

主な
取り組み

『指導方法工夫改善加配』『通級指導加配』『小学校体育エキスパート加配』『児童生徒支援加
配』『養護教諭加配』などについて要望を行なっている。

令和４年度
の取組内容

教育課程や指導方法・指導体制の改善に積極的に取り組み、優れた成果を上げることが期待される学校に対して配置される
『指導方法工夫改善加配（倶小1名、北陽小1名）』通常の学級に在籍し、比較的軽度な言語障がい等を有する児童に対して特
別な指導の場を設け、定期的に障がいの状態等に応じた指導を行う『通級指導加配（倶小4名、北陽小1名、東小1名、西小2
名）』児童の体力向上の積極的に取り組み、小学校教員の体育に関する指導力の向上や学校全体の体力向上の取組の充実を図
る『体育エキスパート加配（北陽小１名）』いじめ、不登校など児童生徒の問題行動への取組を行う『児童生徒支援加配（倶
中1名）』、生徒の現代的な健康課題への対応やいじめ、不登校、暴力行為等を中心に生徒の問題行動への取組を行う『養護
教諭加配』を教員定数外にて配置されている。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

各校とも加配教員を充分活用しながら教育活動を実践している。

今後の
活動計画

加配教員を活用しながら、教育活動の実施を行っていく。
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学習指導の充実

事務事業No. 事務事業名 学力向上支援事業

款 10 項 3 目 2 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標

施策

事務事業No. 事務事業名 教員の資質の向上

款 10 項 8 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標②子どもの教育の充実

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 倶知安町立小中学校児童・生徒

事業概要

子どもたちが社会で自立するため必要な学力について、基礎・基本の確実な定着とその活用力を
養っていく。

主な
取り組み

個別の指導が必要な子供が増えてきているため、各学校へ学習支援員を配置して対応するほか、児
童生徒の実態に応じた習熟度別学習やティーム・ティーチングによる指導、放課後や長期休業を活
用した補充学習の取り組みを行う。

令和４年度
の取組内容

各学校に学習支援員の配置（11名）
倶知安中学校への町費教員の配置

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

中学校へ町費での教員を配置することで、少人数指導できめ細かな対応が
出来た。また、各校に学習支援員を配置することで各学級が落ち着いて学
習する環境を整備できた。

今後の
活動計画

今後も学習支援員の配置を継続するとともに、必要に応じ町費での教員配置を行って行きたい。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 全教職員

事業概要

子どもの教育の充実
教職員の専門的力量を高めるとともに、児童生徒の心身と学力を充実・発展させる。

主な
取り組み

北海道教育委員会が開催する研修や、長期休業中における教育研究機関の研修、また各学校におけ
る自校研修等により、教員の資質向上と若手教員の育成を図る。

令和４年度
の取組内容

北海道教育委員会が開催する研修や、長期休業中における教育研究機関の研修、また倶知安町教育
研究会の活動や各学校における自校研修等を行う。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

当初の計画通り事業を実施した。

今後の
活動計画

継続して事業を実施する。
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学習指導の充実

事務事業No. 事務事業名 学校図書の充実

款 10 項 2 目 2 款 項 目

款 10 項 3 目 2 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標②子どもの教育の充実

施策 学習指導の充実

事務事業No. 事務事業名 特別支援教育の充実

款 10 項 2 目 2 款 項 目

款 10 項 3 目 2 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標②子どもの教育の充実

施策 学習指導の充実

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 小学校児童・中学校生徒

事業概要

学校図書の購入　

主な
取り組み

学校図書室に配置する図書の充実

令和４年度
の取組内容

各校への図書の購入し、図書の充実を図った。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

予算配分に合わせて計画的に購入し、更新を図ることができた。

今後の
活動計画

計画的に図書の整備を行い、全小中学校において図書の更新を図る。
各校の台帳の整理を進める。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 特別支援教育対象の児童・生徒

事業概要

小中学校へ学習支援員を配置する（要支援児への支援の充実）
特別支援教育の児童・生徒に対する学習支援
特別支援就学奨励費の支給
倶知安町教育支援委員会の開催
早期支援コーディネーターの配置

主な
取り組み

宿泊学習、交流会、文集作成等の支援
特別支援就学奨励費による援助
早期支援コーディネーターの配置及び倶知安町教育支援委員会の開催により、要支援児童を把握
し、早期の支援にむけた幼・保・小・中の連携を図る。

令和４年度
の取組内容

日帰り体験学習、交流会、文集作成等の支援
特別支援就学奨励費による援助
早期支援コーディネーターの配置及び倶知安町教育支援委員会の開催により、要支援児童を把握し、早期の支援
にむけた幼・保・小・中の連携を図る。
早期支援コーディネーターの活用により、要支援児童・生徒に対して早期からの支援を各関係機関と連携して行
う。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

特別支援就学奨励費の支給や、倶知安町特別支援教育連絡協議会主催の日帰り体
験学習、交流会の支援を行う事ができた。
早期支援コーディネータの配置により早期からの支援を行うことができた。
倶知安町教育支援委員会の開催により関係機関と連携の上、要支援児童・生徒会
費への適切な就学指導ができた。

今後の
活動計画

特別支援就学奨励費支給。
倶知安町特別支援教育連絡協議会主催の宿泊学習、交流会の支援を継続する。
倶知安町教育支援委員会と就学相談部会の開催
小中学校へ学習支援員を配置し要支援児へ支援をする。
引き続き、教育委員会事務局の専門性のある教育支援コーディネーターを配置し、早期からの保護者との合意形
成を図った就学指導を行う。
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学習指導の充実

事務事業No. 事務事業名 就学指導事務

款 項 目 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標

施策

事務事業No. 事務事業名 通級指導

款 項 目 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 新年度就学する児童

事業概要

就学児に知能スクリーニングと併せて就学時簡易検査により、支援が必要な子どもの発見を行い、
各児童の個別に応じた教育について教育相談、就学指導を行う。
また、早期支援コーディネーターの活用により、関係機関と連携しながら、早期からの教育支援や
相談を実施できるようにする。

主な
取り組み

就学前の検査による個別の教育相談、就学指導の実施
早期支援コーディネーターの活用による関係機関との連携

令和４年度
の取組内容

就学前の知能スクリーニング・就学時簡易検査の実施
個別に支援が必要な子どもの保護者との教育相談・就学指導
俱知安町教育支援委員会による関係機関との連携。
専門性のある早期支援コーディネーターを配置し、早期からの保護者との合意形成を図った就学指
導を行う。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

早期支援コーディネーターの活用により関係機関との連携を深め、早期か
らの支援を行うことができた。
小中学校の教職員の協力により、個別支援が必要な子の把握を的確に行う
ことができた。

今後の
活動計画

就学前の知能スクリーニング・就学時簡易検査の実施
個別に支援が必要な子どもの保護者との教育相談・就学指導
倶知安町教育支援連携協議会による関係機関との連携
教育支援コーディネーターの活用による関係機関との連携、及び、早期からの保護者との合意形成
を図った就学指導を行う。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 ことばや発達に障がいや問題を持つ幼児・児童

事業概要

ことばや発達に障がいや問題を持つ幼児・児童の心身の健全な発達を援助し、ことばの障がいの早
期発見・早期療育を行う。

主な
取り組み

就学児に知能スクリーニングと併せて、言語検査を行い、支援が必要な子どもの発見を行ってお
り、教育相談、就学指導の結果、通級指導を受けることが望ましいと判断された場合は、保護者同
意のもと、通級指導を行っている。

令和４年度
の取組内容

障害別に応じた個別対応が必要な児童・生徒に対して、倶知安小学校・北陽小学校・東小学校・西
小学校に自校開設、樺山分校、倶知安中学校には巡回指導を実施。（利用者：104名）

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

早期発見におけるきめ細かな指導ができるよう、幼稚園・保育所等の関係
機関と連携することができた。
町内小中学校との連携によるニーズのある子の把握や適切な指導を行うこ
とができた。

今後の
活動計画

就学児に知能スクリーニングと併せて、就学時簡易検査を行い、支援が必要な子どもの発見を行
い、教育相談、就学指導を行う。
中学校への通級指導教室の自校開設についての検討を行う。
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学習指導の充実

事務事業No. 事務事業名 ２学期制の教育活動

款 項 目 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標

施策

事務事業No. 事務事業名 特色ある教育活動

款 項 目 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 倶知安町立小・中学校

事業概要

学校生活の中に、より教育効果のある学習を展開するために必要な「時間的・精神的ゆとり」を生
み出し、教師と子どもたちの触れあいを基盤とした教育活動の実現

主な
取り組み

倶知安町立小・中学校全校において２学期制を導入

令和４年度
の取組内容

倶知安町立小・中学校全校において２学期制を導入

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

通知表が年３回から２回に減っているため、継続的に子どもの状況を保護
者に伝えることや、状況把握を学校と家庭が連携して行うことができてい
る。

今後の
活動計画

現状維持

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 小中学校児童・生徒

事業概要

児童生徒の「生きる力」を育成する観点から、地域の人材や資源を活用して教育活動を実施すると
ともに、地域に積極的に関わることにより、世代間の交流を図り豊かな心を育む。

主な
取り組み

倶小：遠足引率（五輪町内会）、職場見学　※例年実施の生活・白樺発表会は学習発表会に統合、北陽小：ふれ
あい学習、東小：地域教育研究会、田植え・稲刈り体験学習、西小：キャリア教育、田植え体験学習（中止）、
西小樺山分校：全校フィールドワーク※例年実施の樺山タイムは日課の変更により、取組を終了しました。
倶中：キャリア教育（職場訪問や職場体験）、総合的な学習での伝統芸能体験・講話学習

令和４年度
の取組内容

倶小：遠足引率（五輪町内会）、職場見学　※例年実施の生活・白樺発表会は学習発表会に統合、北陽小：ふれ
あい学習、東小：地域教育研究会、田植え・稲刈り体験学習、西小：キャリア教育、田植え体験学習（中止）、
西小樺山分校：全校フィールドワーク※例年実施の樺山タイムは日課の変更により、取組を終了しました。
倶中：キャリア教育（職場訪問や職場体験）、総合的な学習での伝統芸能体験・講話学習

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

児童生徒が地域の人たちと触れ合うことにより、地域の文化や特色に興
味・関心を持ち、地域への意識の高まりにつながっているため。
中学校では、生徒が職場を体験することにより、働くことの意義や価値を
学び勤労観や職業観、社会規律やマナーを身に付けることができている。

今後の
活動計画

児童生徒の「生きる力」を育成する観点から、地域の人材や資源を活用して教育活動を実施すると
ともに、地域に積極的に関わることにより、世代間の交流を図り豊かな心を育んでいく。
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学習指導の充実

事務事業No. 事務事業名 読書活動の充実

款 10 項 2 目 2 款 項 目

款 10 項 3 目 2 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標②子どもの教育の充実

施策 学習指導の充実

事務事業No. 事務事業名 いじめ不登校対策

款 10 項 1 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町内中学校児童生徒

事業概要

各学校において朝読書や隙間読書について実施

主な
取り組み

各学校において朝読書や隙間読書について実施

令和４年度
の取組内容

朝読書等の取り組み状況
倶小：週４回　１０分間　全校一斉　北陽小：週３回　１５分間　全校一斉　週１回読み聞かせ　全校一斉　東
小：週１回　１５分間　全校一斉、月１回読み聞かせ　全校一斉　西小：週５回　５分間　全校一斉　西小樺山
分校：週５回　１０分間　全校一斉、週１回読み聞かせ　低学年のみ　　倶中：毎日　10分間　全校一斉

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

始業前の朝読書は、１日の生活リズムづくりに役立っているとともに、読
解力の向上などさまざまな面で教育的効果が表れている。学校図書の充実
など読書環境の整備にも計画的に取り組む必要がある。

今後の
活動計画

朝読書の継続。低学年等で読み聞かせの実施

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 倶知安町内児童・生徒

事業概要

倶知安町いじめの防止に関する条例や基本方針に基づき、学校・家庭・地域と連携しながらいじめ
の根絶へ取り組む。
不登校については、各学校で家庭訪問等を実施したり、スクールカウンセラーを活用するなどし、
原因について解消できるよう対策をする。

主な
取り組み

児童・生徒に対し「いじめアンケート」の実施
日頃からの児童・生徒のいじめの状況についての実態把握

令和４年度
の取組内容

各学校における児童・生徒に対し「いじめアンケート」の実施（２回）
児童・生徒のいじめについて早期発見とスクールカウンセラーの活用
いじめ防止専門委員会の開催（案件なしのため未開催）
早期支援コーディネーターを中心に不登校の生徒への指導、対象保護者への教育相談を支援し、中学校との連携を行う。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

重篤ないじめは認知されていないが、冷やかし、仲間はずれなど小さないじめは
ある。また、不登校についても学校で努力はしているものの、なかなか解消され
ない事案への支援を強化し、適応指導教室の設置に向けた取組を行うことができ
た。

今後の
活動計画

各学校においてい児童・生徒に対し「いじめアンケート」を実施し、児童・生徒のいじめの状況について実態を
把握し、いじめを早期かつ効果的に発見するようにする。
また、不登校の解消について保護者との面談を繰り返し行う。
さらに、適応指導教室の設置による不登校支援事業を本格的に始動する。
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学習指導の充実

事務事業No. 事務事業名 児童生徒の健康管理

款 10 項 5 目 2 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標

施策

事務事業No. 事務事業名 スキー学習等の推進

款 10 項 2 目 1 款 項 目

款 10 項 3 目 1 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標②子どもの教育の充実

施策 学習指導の充実

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 倶知安町立小中学校児童生徒

事業概要

学校教育法及び学校保健安全法に基づいた健康診断の実施。フッ化物洗口の実施
学校内の環境検査の実施

主な
取り組み

町内小中学校において、内科検診、歯科検診、心臓検診、尿検査の実施し、児童生徒の健康状態を
把握し、健康で安全な学校生活を行えるよう保健管理や保健指導を行う。また、児童の歯・口腔の
健康づくりのため希望者へ対しフッ化物洗口を実施　また、学校内の環境検査の実施する。

令和４年度
の取組内容

・内科検診、歯科検診、心臓検診、尿検査の実施　・眼科検診と四肢検査の新規実施
・保護者との連携による保健管理や保健指導の実施　・希望者へのフッ化物洗口の実施
・学校内の環境検査の実施

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

学校医、学校歯科医の協力のもと実施している。

今後の
活動計画

町内小中学校において、内科検診、歯科検診、心臓検診、尿検査、眼科検診、四肢検査を実施し、
児童生徒の健康状態を把握し、健康で安全な学校生活を行えるよう保健管理や保健指導を行う。ま
た、児童の歯・口腔の健康づくりのため希望者へ対しフッ化物洗口を実施する。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 小中学校児童・生徒

事業概要

町技の普及・振興

体育授業・少年団活動等においてクロスカントリースキーに取組み、普及・振興を図る。
体育授業（スキー授業）において、各小中学校から旭ヶ丘スキー場まで児童・生徒を送迎する。

主な
取り組み

クロスカントリースキー用具購入
バス借り上げ料

令和４年度
の取組内容

体育授業・少年団活動等においてクロスカントリースキーに取組み、普及・振興を図る。
体育授業（スキー授業）において、各小中学校から旭ヶ丘スキー場まで児童・生徒を送迎する。
社会教育課の協力によるボランティア指導者の派遣

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

小中学校の授業においては、旭ヶ丘スキー場で実施しており（西小樺山分
校はヒラフスキー場利用）、異動にかかるバス代とリフト代（無料）につ
いては町費で全額負担している。クロスカントリースキーの整備について
は、各年次で、古くなったものは更新している。

今後の
活動計画

スキー授業のバス代・リフト代の町費負担
学校のニーズに応じたスキー授業のボランティアの指導者派遣について協力する。
クロスカントリースキーの用具についても順次更新していく。
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学習指導の充実

事務事業No. 事務事業名 体育大会への参加奨励

款 10 項 5 目 2 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標②子どもの教育の充実

施策 体験活動の充実

事務事業No. 事務事業名 教職員健康診断

款 10 項 5 目 2 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 全小中学校児童・生徒

事業概要

子どもの健康の充実
中体連各大会出場する生徒・引率教員に対し、大会出場費、交通費、宿泊費等を補助
中体連大会に出場する際のバスの配車
小学校全道大会に出場する児童・引率教員に対し、大会出場費、交通費、宿泊費等を補助

主な
取り組み

大会出場費補助

令和４年度
の取組内容

中体連各大会出場する生徒・引率教員に対し、大会出場費、交通費、宿泊費等を補助
中体連大会に出場する際のバスの配車

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

各種大会出場に際し、必要な補助・助成を行うことができた。

今後の
活動計画

子どもの健康の充実
中体連各大会出場する生徒・引率教員に対し、大会出場費、交通費、宿泊費等を補助する。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 倶知安町立小中学校教職員

事業概要

学校教育法及び学校保健安全法の規定により倶知安町立小中学校に勤務する教育職員の健康診断を
実施

主な
取り組み

教育職員の健康診断、ストレスチェックの実施。人間ドックの受診の負担金の支出。

令和４年度
の取組内容

教育職員の健康診断、ストレスチェックの実施。人間ドックの受診の負担金の支出

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

令和４年度よりストレスチェックを導入し、教職員の心身の健康管理を行うとと
もに集団結果表を用いて、各学校の管理職に所属職員の状態を把握し、改善に向
けた取組を行うことができた。
例年実施の健康診断を実施し、身体の健康管理も行うことができた。

今後の
活動計画

教育職員の健康診断、ストレスチェックの実施。人間ドックの受診の負担金の支出。
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学習指導の充実

事務事業No. 事務事業名 就学時健康診断の実施

款 10 項 5 目 2 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標②子どもの教育の充実

施策 望ましい生活習慣づくりの推進

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 就学時前児童及び全小中学校児童・生徒

事業概要

就学前児童に対する内科・歯科健診等の実施

主な
取り組み

就学前児童に対する内科・歯科健診等の実施

令和４年度
の取組内容

就学前児童に対する内科・歯科健診等の実施

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

就学前児童に対し健康診断を実施することができた。

今後の
活動計画

就学前児童に対する内科・歯科健診等の実施
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教育施設の整備

事務事業No. 事務事業名 教材の整備

款 10 項 2 目 2 款 10 項 3 目 2

款 項 目 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標 ②子どもの教育の充実

施策 教育施設の整備

事務事業No. 事務事業名 学校施設・設備の維持補修

款 10 項 2 目 1 款 項 目

款 10 項 3 目 1 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標 ②子どもの教育の充実

施策 教育施設の整備

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 小中学校児童、生徒

事業概要

教材は教育の効果を高め、児童・生徒の基礎・基本的な学習理解を助けるうえで極めて重要であり、
学校教育の展開のためにその充実は常に不可欠であることから、教育の充実を図るため、教材・教具
の整備を推進する。

主な
取り組み

教材、教具購入

令和４年度
の取組内容

学校管理備品、振興備品について、各校の要望された備品を予算の範囲内で購入した。
環境整備備品の購入を行った。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

各校の要求備品及び教育委員会の施策を基に、備品の充実を図った。
環境整備に必要な備品の充実を図った。

今後の
活動計画

学校管理備品の入れ替え等、計画的に充実を図る。
振興備品については、学校のニーズと教育委員会の施策を精査し、教育環境の向上を図る。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 小学校児童、中学校生徒

事業概要

安全・安心な学校づくり　危険防止・学習環境の改善
教育活動に支障がある、教育施設の整備・改修

主な
取り組み

施設の整備改修、維持補修

令和４年度
の取組内容

各学校施設の改修、修繕を行った。
主なものとして、北陽小学校体育館屋上防水改修及び倶知安中学校体育館バスケットゴール移設工事
や小学校の教室や廊下への網戸設置を行った。
各学校施設の大まかな改修、修繕箇所の洗い出しを行った。

個別目標
に対する
自己評価 Ｂ 評価

理由

予算の範囲内で修繕必要箇所の改善を行うことができた。また、老朽化施
設の把握・現地確認を行うことができた。一方で、多数の老朽箇所があ
り、対応及び全ての確認を終えることができなかった。

今後の
活動計画

策定した長寿命化計画をもとに、今後の施設修繕・改修の見通しをつける。
国庫補助費などを有効的に活用できるよう確認する。
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教育施設の整備

事務事業No. 事務事業名 学校施設・設備の維持管理

款 10 項 2 目 1 款 項 目

款 10 項 3 目 1 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標 ②子どもの教育の充実

施策 教育施設の整備

事務事業No. 事務事業名 教職員住宅の維持管理

款 10 項 1 目 3 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ⑤安全に暮らせるまち 個別目標

施策 ②日常生活の安全性の向上

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 小学校児童・中学校生徒

事業概要

安全・安心な学校づくり　学校施設・遊具の保守、点検
現存の施設、機器等の管理の徹底及び周知

主な
取り組み

学校施設の設備、遊具等の保守点検業務委託
学校施設の設備、遊具等の修繕

令和４年度
の取組内容

学校の施設設備（昇降機、消防設備等）の保守点検、学校遊具の点検など、既存の設備の管理を行っ
た。
特定建築物等の定期報告（建築基準法第12条）を行った。

個別目標
に対する
自己評価 Ｂ 評価

理由

既存の学校設備等については例年通り保守点検を実施し、修繕が必要箇所
については対応するようにしているが、計画的に修繕するなど、きめ細か
い維持管理が必要となる。

今後の
活動計画

長寿命化計画や保守点検報告書を基に、修繕、改修が必要な設備等の修繕に向けて計画する。
予算化に向け、起債・補助金等の財源の確認・確保を行う。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 教職員等

事業概要

住宅の修繕、改修
住宅管理の見直し。

主な
取り組み

住宅の修繕　空き住宅の管理

令和４年度
の取組内容

居住者からの報告による住宅の修繕
退去後の住宅確認、必要箇所の修繕
空き住宅の管理（除排雪等）

個別目標
に対する
自己評価 Ｂ 評価

理由

住宅の修繕箇所が多いが、修繕に充てることのできる予算が限られている
ことから、必要性が高く、かつ可能な箇所から順次修繕した。

今後の
活動計画

引き続き、住宅の修繕必要箇所を取りまとめるなど、修繕計画を作成する。
老朽化が進み、住めない状態の空き住宅の撤去・解体の検討
今後の教職員住宅の在り方を検討する。
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情報・コミュニケーション教育の充実

事務事業No. 事務事業名 教育用パソコン機器等の整備

款 10 項 2 目 2 款 項 目

款 10 項 3 目 2 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標 ②子どもの教育の充実

施策 情報・コミュニケーション教育の充実

事務事業No. 事務事業名 小中高英語連携事業

款 項 目 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標 ②子どもの教育の充実

施策 情報・コミュニケーション教育の充実

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 小中学校

事業概要

小中学生が情報手段の特性や活用方法の基礎を学ぶと共に、情報手段を活用した学習活動に応えるた
め、必要な機器等の整備により学習環境の充実を図る。

主な
取り組み

1人１台端末等情報通信機器等の整備
機器の活用に向けた通信環境等の整備
技術的支援のための人員配置（GIGAスクールサポーター及びICT支援員）

令和４年度
の取組内容

児童生徒用及び教職員用端末等の管理・整備
端末の活用促進に向けた持ち帰りに関する備品等の整備
GIGAスクールサポーター及びICT支援員の配置
通信環境整備（ネットワークアセスメント）

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

国が進めるＧＩＧＡスクールネットワーク構想の実現に向け、情報機器及
び通信環境の整備を進めたほか、端末等の活用促進に向けた備品の整備を
行った。

今後の
活動計画

機器の活用促進に向けた研修の実施や備品の整備
デジタル教材の導入検討
その他情報機器の更新整備
１人１台端末のサポート期間終了にかかる更新準備を検討します。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 小中学校児童・生徒

事業概要

楽しく英語に触れることで、語学に対する興味を向上させる。
小中高英語連携協議会の開催と事業の実施

主な
取り組み

小中高の英語連携事業としてイングリッシュディキャンプの開催
小中高の授業見学

令和４年度
の取組内容

イングリッシュディキャンプの開催

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

新型コロナウイルスの流行「第８波」の状況を鑑み事業を中止した。
しかしながら事業の企画、募集、バスの手配など何とか実施できるようギ
リギリまで対応を行ったので自己評価はＡとした。

今後の
活動計画

倶知安町小中高英語連携協議会の開催とイングリシュディキャンプの開催
中高生の参加希望者が少ないことや、教員の働き方改革など課題が多いので実施方法を検討しながら
進めていく。
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情報・コミュニケーション教育の充実

事務事業No. 事務事業名 小学校英語教育事業

款 10 項 2 目 2 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標 ②子どもの教育の充実

施策 情報・コミュニケーション教育の充実

事務事業No. 事務事業名 中学校英語教育事業

款 10 項 2 目 2 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標 ②子どもの教育の充実

施策 情報・コミュニケーション教育の充実

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 小学校３～６年生の児童

事業概要

倶知安町立小学校における外国語及び外国語活動において、町内小学校５校に英語専科教員とアシス
タントが巡回し、学校が示す年間指導計画に沿った授業を行うとともに、この地域に必要とされる語
学力を備えた人材を育成する。

主な
取り組み

小学校英語教科指導を業者へ委託し、英語専科教員による巡回指導を行い主にコミュニケーション力
の向上を図る。

令和４年度
の取組内容

小学校英語教科指導を業者へ委託し、小学校５・６年は年間７０時間、３・４年は年間３５時間の英
語専科教員による巡回指導を行う。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

オールイングリッシュの授業を予定通り実施するとともに、町内の6年生を
対象にケンブリッジ英検を実施した。

今後の
活動計画

小学校英語教科指導を業者へ委託し、英語能力の高い教員による指導を行う。
専科教員とアシスタントのセットを１グループから２グループにして、指導体制を整えていく。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 中学校

事業概要

平成30年度より小学校で実施している質の高い英語教育について、中学校においても切れ目なく提供
するとともに、小中学校間の連携強化を図るため「サポートティーチャー」を活用した授業展開と教
員研修などを委託により実施する。

主な
取り組み

学校英語教科における「サポートティーチャー」の派遣を民間業者へ委託し、質の高い英語教育の継
続と、教員の質の向上を図る。

令和４年度
の取組内容

中学校英語教育事業を民間業者へ委託し「サポートティーチャー」による授業支援と日常的な研修等
の実施による教員の質の向上を図る。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

当初の予定通り事業を実施し、生徒による「サポートティーチャー」との
英語によるコミュニケーションが円滑に行われるなど一定の効果はあっ
た。

今後の
活動計画

中学校英語教育事業を業者へ委託し「サポートティーチャー」による授業支援を行う。
教員向けの研修等により教員の質の向上を図る。
生徒の英語によるコミュニケーション能力・資質の向上にあたり必要となる技能を向上させる指導を
行うため中学校英語教員を支援していく。
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安全・安心な学校給食の提供

事務事業No. 事務事業名 安全な学校給食づくり

款 10 項 5 目 6 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標②子どもの教育の充実

施策 安全・安心な学校給食の提供

事務事業No. 事務事業名 学校給食センター施設設備の維持管理

款 10 項 5 目 6 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標②子どもの教育の充実

施策 安全・安心な学校給食の提供

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 学校給食事業全般

事業概要

安全安心な給食の提供
地場産物や道産・国産食材を使用することにより満足度の高い安全安心な学校給食を提供できるよう
工夫する。
給食センターと学校間の安全配送に努める。
食物アレルギー児童生徒への取組

主な
取り組み

賄材料の選定
安全配送の励行
倶知安及び近郊産の生フルーツの給食提供
食物アレルギー代替食、除去食の確実な提供

令和４年度
の取組内容

給食食材は米・じゃがいもは全て「倶知安産」玉ねぎは１１月～６月「倶知安産」を使用、他の食材についても
「羊蹄山麓産」「道内産」「国内産」の順で購入した。冷凍加工野菜には、一部外国産を使用（ブロッコリー）　
８月から９月に後志産スイカ、メロンを提供した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
野菜について、産地及び放射能測定結果を毎月ＨＰにより公表した。
学校給食について、事故並びに遅延なく各学校へ配送した。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

米・玉ねぎ・じゃがいもは、ようてい農協と年間契約を行い倶知安産を使
用した。食材の産地公表及び放射能測定結果を公表し食の安全を確認し
た。給食の配送は全て時間通りに配送することができた。食物アレルギー
代替食、除去食は、問題なく実施した。

今後の
活動計画

今後は地場産物の購入ができる仕組みづくりの検討を進める。
それ以外の取り組みについては継続して実施をする。
食品表示基準で表示が義務付けられている特定原材料７品目と、表示が推奨されている特定原材料に準するもの
２１品目、計２８品目を表示したアレルギー詳細表、月別配合表、年間配合表をＨＰに掲載

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 学校給食センター

事業概要

学校給食センターの施設及び設備の維持管理

主な
取り組み

①自家用電気工作物保安管理業務　　②除害設備保守点検業務　③消防用設備保守点検業務
④受水槽・貯湯槽水質検査清掃業務　⑤調理室清掃業務　⑥ボイラー総合点検業務
⑦食器食缶コンテナ洗浄機保守点検業務　⑧冷凍庫等フロン機器点検業務　
⑨エアコン保守点検業務　⑩換気フィルター清掃業務　⑪外調機保守点検業務⑫真空冷却ボイラー点検整備業務

令和４年度
の取組内容

①毎月点検を実施　②毎月点検・清掃を実施　③６月・１２月に点検を実施
④８月に点検・清掃を実施　⑤８月・１月に清掃を実施　⑥８月・１月に点検を実施
⑦１月に点検を実施　⑧１月に点検を実施　⑨１月に点検・清掃を実施　⑩１2月に点検・清掃業務を実施
⑪８月に点検・清掃・フィルター交換を実施⑫11月に点検・整備を実施

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

予算の範囲内で、見積合わせ・入札を行い適切に実施した。　

今後の
活動計画

各種設備機器の安定的稼働のために保守点検業務は継続して実施を行っていく。
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安全・安心な学校給食の提供

事務事業No. 事務事業名 学校給食費の徴収事務

款 10 項 5 目 6 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標②子どもの教育の充実

施策 安全・安心な学校給食の提供

事務事業No. 事務事業名 学校給食センター調理等業務委託

款 10 項 5 目 6 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標②子どもの教育の充実

施策 安全・安心な学校給食の提供

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 学校給食提供者

事業概要

学校給食費の徴収を行い、保護者及び学校関係者の負担とならないよう口座振替による納入を推奨
し、各学校と連携して徴収率100％を目指す。

主な
取り組み

口座振替による学校給食費納入の推奨
電話による督促、臨戸徴収の実施

令和４年度
の取組内容

電話による督促、臨戸徴収・夜間徴収等を実施すると共に、役場税務課、福祉医療課などと連携を図
り、情報共有を行いながら取り進めてきた。結果、収納率100％にすることができた。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

常習的に未納となる保護者に対し、督促状、電話での納入依頼、自宅訪問
により納入をお願いした。結果、収納率100％にすることができた。

今後の
活動計画

金融機関の口座振替納入を更に奨励するとともに、常習的に未納になる保護者へは電話による支払を
促す。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 学校給食センター

事業概要

学校給食の調理業務委託

主な
取り組み

調理業務全般　食器等洗浄業務　食材等検収・在庫管理　配缶及び輸送コンテナ積込み・回収　
調理施設、設備等の清掃及び点検　残菜・厨芥等処理　食物アレルギー食への対応　各種点検簿、管
理表作成

令和４年度
の取組内容

上記の主な取り組み内容について調理業務委託を継続実施

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

HACCP(ハサップ)に沿った衛生管理の徹底を実施し、安心、安全な給食の
提供を行った。

今後の
活動計画

調理業務委託を継続実施していく。

19



安全・安心な学校給食の提供

事務事業No. 事務事業名 学校給食費の第３子以降無償化

款 10 項 5 目 6 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標②子どもの教育の充実

施策 安全・安心な学校給食の提供

事務事業No. 事務事業名 食育の推進

款 10 項 5 目 6 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標②子どもの教育の充実

施策 安全・安心な学校給食の提供

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象
町内の小中学校に３人以上在学している児童生徒を養育している保護者。

事業概要

町内の小中学校の児童生徒を対象に第３子以降の給食費を免除する。

主な
取り組み

保護者等へ当制度の周知及び免除申請を行ってもらい、住民基本台帳による確認後、免除処理を行
う。

令和４年度
の取組内容

免除該当者64世帯　小学生69名　中学生０名　計69名　内訳第３子該当者64名　第４子該当者5名　
第５子該当者0名
免除額　3,467,500円

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

当該世帯の負担軽減ができた。

今後の
活動計画

次年度以降も継続

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 児童

事業概要

健全な心と身体を培い豊かな人間性を育んでいく基礎となる食習慣の形成を図る。
食に関しての現状把握を行うとともに、学校・家庭と連携をとりながら食事の重要性・喜び・楽しさ
が理解できる食育指導を行う。

主な
取り組み

栄養教諭による食育指導
地場産物の積極的な活用
羊蹄山麓の食材を使用した給食の実施

令和４年度
の取組内容

町内小学校に対し、栄養教諭による食育指導を実施し、倶小・北陽小・東小・西小６年生にはバイキング給食に
よる食育指導を実施した。またＩＣＴの活用の一環として、5年生はグループで献立作成時にジャムボードを使
い実際に給食に取り入れることができた。
令和４年度は地場産物の男爵いもの他に「とうや」「きたかむい」の２品種を提供した。
倶知安農業高校生が生産した農産物を給食に活用することで、小中学生、農高生ともに有意義な取組みとなっ
た。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

地場産のじゃがいもの品種を増やし、それそれの特徴に合った献立で提供。提供時
には献立表や食育だよりを発行し、学校でも食育だよりを活用し、授業を行なった
ことにより地場産物の理解が深められたと好評を得た。　

今後の
活動計画

小学校の全学年で行っている食の指導を、中学校ても行えるよう、学校・栄養教諭と連携を図っていく。
倶知安農業高校生の生産した農産物を継続して活用する。　
じゃがいもの品種は「男爵いも」「とうや」「きたかむい」の３品種を継続して活用していく。
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学校・家庭・地域の連携、協力

事務事業No. 事務事業名 学校評価

款 項 目 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標くっちゃんで暮らす幸せを感じる 個別目標安心して子育て子育ちができるまちにする

施策

事務事業No. 事務事業名 学校運営協議会（コミュニティスクール）の設置

款 10 項 4 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標くっちゃんで暮らす幸せを感じる 個別目標安心して子育て子育ちができるまちにする

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要

各学校が教育活動その他の学校運営の状況について自ら評価を行い公表する。

主な
取り組み

学校評価（自己評価）を実施・公表する。
学校関係者評価を実施・公表する。

令和４年度
の取組内容

学校評価（自己評価）を実施した学校：６校（公表６校）　　　
学校関係者評価を実施した学校：５校（公表５校）

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

すべての学校で自己評価を実施及び公表し、学校関係者評価についても実
施、公表を全ての学校で行った。

今後の
活動計画

評価・公表を継続していく。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要

学校及び教育委員会の権限と責任のもと、保護者及び地域住民等の学校運営への参画・支援・協力連
携を促進し、家庭や地域が一体となって学校づくりや児童生徒の健全育成に取り組むための協議機関
として、町内小中学校各校に学校運営協議会を設置する。

主な
取り組み

学校運営協議会の設置及び委員の委嘱
倶知安小７名、北陽小６名、東小８名、西小５名、西小樺山分校６名、倶知安中学校８名

令和４年度
の取組内容

学校運営協議会の委嘱及び委員の委嘱
倶知安小７名、北陽小６名、東小８名、西小５名、西小樺山分校６名、倶知安中学校８名

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

地域の思いや学校経営計画に十分反映させた上で、地域と学校が一体と
なった望ましい学校づくりを推進するため、学校運営協議会と地域学校協
働本部が連携した多様な活動を創造し充実させてきた。

今後の
活動計画

引き続き外部からの意見・提言をいただく。
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学校・家庭・地域の連携、協力

事務事業No. 事務事業名 地域学校協働活動の実施
款 項 目 款 項 目
款 項 目 款 項 目

基本目標くっちゃんで暮らす幸せを感じる 個別目標安心して子育て子育ちができるまちにする

施策

事務事業No. 事務事業名 登下校の安全対策

款 項 目 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標くっちゃんで暮らす幸せを感じる 個別目標安心して子育て子育ちができるまちにする

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要

学校連携協議会との連携のもと、保護者及び地域住民等の幅広い参画を得て「学校を核とした地域づ
くり」を目指して、地域全体で子供たちの学びや成長を支えられる活動を行う。

主な
取り組み

地域学校協働活動推進員の委嘱
学校や住民・民間企業等と連携した地域連携活動の実施
学校活動や地域連携活動の広報活動

令和４年度
の取組内容

地域学校協働活動推進員が担い手となり、総合学習や地域活動のコーディネートや、広報紙の作成に
よる学校活動の周知など、全小中学校で特色ある地域連携活動を推進した。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

学校運営協議会でも地域連携活動の重要性は高く認識しており、本事業を
通じて地域連携活動が促進されていると評価されている。

今後の
活動計画

継続して実施する

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 児童生徒

事業概要

子どもたちの通学時の安全を確保するために様々な取組を行なっている。

主な
取り組み

交通指導員、交通安全指導員による街頭指導や見守りを実施
町内会等による安全登下校の見守り指導
不審者情報の提供や防犯パトロールの実施、校区内安全マップの作成など。
通学路合同点検の実施

令和４年度
の取組内容

交通指導員、交通安全指導員による街頭指導や見守りを実施
町内会等による安全登下校の見守り指導
不審者情報の提供や防犯パトロールの実施、校区内安全マップの作成など。
通学路合同点検の実施

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

倶知安町交通安全推進会議及び関係者による合同点検を行い、安全対策を
行った。

今後の
活動計画

引き続き安全確保に努める。
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体験活動の充実

事務事業No. 事務事業名 修学旅行・宿泊学習の実施

款 項 目 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 くっちゃんで暮らす幸せを感じる 個別目標 安心して子育て子育ちができるまちにする

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町立小中学校児童生徒

事業概要

修学旅行　小学校６年生　中学校３年生において実施
宿泊研修　小学校５年生　中学校２年生　で実施

主な
取り組み

修学旅行　小学校６年生　中学校３年生において実施
宿泊研修　小学校５年生　中学校２年生　で実施

令和４年度
の取組内容

修学旅行　小学校　６年生　１泊２日　（函館方面）　
　　　　　中学校　３年生　２泊３日　（道内　旭川・北広島・白老方面）※コロナ禍により道内
宿泊研修　小学校５年生　1泊２日　自然体験　　中学校２年生　1泊２日　施設訪問

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

修学旅行では、学校生活では経験できない各地の文化や伝統、技能を学び体感する
ことで、豊かな心を育んだり、心に残る思いで作りになるとともに、集団での規律
や社会のルールやマナーを学ぶ規範意識の醸成につながっている。宿泊学習では、
自然や環境の大切さ、働くことの意義・大切さを学び、集団活動のルールやマナー
を学ぶという点で効果がある。
また、コロナ禍ではあったが実施時期や行き先を変更し、バスを増便対応するなど
工夫して実施した。

今後の
活動計画

修学旅行　小学校６年生　中学校３年生　
宿泊研修　小学校５年生　中学校２年生　で例年どおり実施する。
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各種支援事業の推進

事務事業No. 事務事業名 通学バスの運行

款 10 項 2 目 2 款 項 目

款 10 項 3 目 2 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標 ②子どもの教育の充実

施策 教育施設の整備

事務事業No. 事務事業名 就学援助

款 10 項 2 目 2 款 項 目

款 10 項 3 目 2 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標 ①子育て支援体制の充実

施策 子育て家庭への支援

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 小中学校児童・生徒

事業概要

子どもの教育の充実
 遠距離通学児童・生徒の登下校時の送迎 

主な
取り組み

通学バスの運行・スクールワゴンの運行

令和４年度
の取組内容

昨年度と同様通学バス・スクールワゴンの運行実施

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

当初の予定通り事業を実施した。

今後の
活動計画

継続して安全確保に努めつつ事業を実施する。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 就学困難と認められる児童生徒の保護者

事業概要

教育環境の整備
経済的理由によって就学困難と認められる児童・生徒の保護者に対して必要な援助を行う

主な
取り組み

就学援助費の支給

令和４年度
の取組内容

就学援助費の支給、希望者に対して入学準備金の前倒し支給

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

申請があった認定基準に該当する全ての世帯に対し援助を行えた。また、
平成２９年度より翌年度新就学入学児童生徒学用品費を３月中（前倒し）
の支給を行っている。

今後の
活動計画

貧困世帯への就学援助費の支給を継続する。
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各種支援事業の推進

事務事業No. 事務事業名 奨学金の支給

款 10 項 8 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標 ②子どもの教育の充実

施策 学習指導の充実

事務事業No. 事務事業名 高校教育の振興

款 10 項 7 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標 ②子どもの教育の充実

施策 学習指導の充実

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象
本町住民で高等学校・中等教育学校・特別支援学校の高等部・高等専門学校・専修学校・短大・大学
(大学院を除く)のいずれかに在学している者（ただし、通信教育によるものを除く。)

事業概要

能力があるにもかかわらず、経済的理由により修学困難な学徒に奨学金を給与し、有用な人材を育成
する。
倶知安町奨学金給与条例・倶知安町奨学金給与条例施行規則に基づく奨学金の給与

主な
取り組み

奨学金の給与

令和４年度
の取組内容

選考した学生に対し奨学金を給与する。
広報（3、4、5月号）やＨＰによる事業周知を行う。

個別目標
に対する
自己評価 Ｂ 評価

理由

事業については円滑に実施しているものの、予算に対し奨学生が減少傾向
にあるため、周知方法について工夫する必要がある。

今後の
活動計画

継続して事業を実施しつつ、周知や選考基準の見直しを工夫し取り組んでいく。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 倶知安農業高等学校教育振興会

事業概要

倶知安町及び近隣地域の産業発展に寄与するため、倶知安農業高等学校の教育振興を通じて、産業の
担い手、後継者の育成・確保を図る。

主な
取り組み

補助金の交付

令和４年度
の取組内容

倶知安農業高等学校教育振興会（教育振興・進路・支援事業）への補助

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

事業内容を精査し、補助金を交付していることからＡ評価とした。

今後の
活動計画

今後も産業の担い手、後継者の育成・確保のための教育振興補助を継続する。
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家庭の教育力向上を図る子育て支援

事務事業No. 事務事業名 子育て講座

款 10 項 4 目 2 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標くっちゃんで暮らす幸せを感じる 個別目標安心して子育て子育ちができるまちにする

施策

事務事業No. 事務事業名 世代交流センター運営事業

款 10 項 4 目 5 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標くっちゃんで暮らす幸せを感じる 個別目標安心して子育て子育ちができるまちにする

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民・住民

事業概要

家庭の教育力向上に主眼を置き、様々な角度からその方策を探るため、親子での学習や親同士が集い
学び合う機会を提供する。

主な
取り組み

子育て講座

令和４年度
の取組内容

子育てサークルとも連携し、子育て講座を公民館文化講座と共同で開催し「アロマ教室・親子で
フィットネス」など計８回開催した。講座中の託児を行うなど、関係団体との連携のもとで、保護者
が参加しやすいよう創意工夫を図った。

上記取組
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

講座開催を通じて子育て世代への支援をすることができた。

今後の
活動計画

対象者のニーズと本事業の目的とのバランスを取りながら講座を開催する。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民・住民

事業概要

世代間の交流を促進し、町の生涯学習及び社会教育に貢献する。
世代交流センターの運営、維持管理と、利用者への使用許可等を行う。

主な
取り組み

世代交流センターの貸し館
世代交流センターの運営、維持管理、整備・改修

令和４年度
の取組内容

世代交流センターの貸し館
世代交流センターの運営、維持管理

個別目標
に対する
自己評価 Ｂ 評価

理由

築年数が5０年以上経過しており建物の老朽化が進んでいることから、利
用者の安全確保のために維持管理の徹底を図る必要があったことからB評
価とした。

今後の
活動計画

プール絵本館複合施設の敷地なることから令和６年度に解体工事を行う。
新施設の機能に多用途に活用できるコミュニティスペースも想定している事から、新施設での必要機
能について継続して検討する。
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家庭の教育力向上を図る子育て支援

事務事業No. 事務事業名 絵本館管理運営事業

款 10 項 4 目 5 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標くっちゃんで暮らす幸せを感じる 個別目標安心して子育て子育ちができるまちにする

施策

事務事業No. 事務事業名 校下家庭教育学級

款 10 項 4 目 4 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標くっちゃんで暮らす幸せを感じる 個別目標安心して子育て子育ちができるまちにする

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民・住民

事業概要

青少年の健全育成と絵本館を通じての大人、子ども、親子の交流の場となる。読書活動の拠点とな
る。
青少年センターと絵本館の一体的な管理運営
絵本館の維持管理、整備・改修

主な
取り組み

絵本の貸出し
絵本館まつり
絵本館の管理運営
絵本館の維持管理、整備・改修

令和４年度
の取組内容

絵本の貸出し
絵本館まつりの実施（Ｒ4.5.1～5.15）
絵本館の管理運営業務
絵本館の維持管理業務

個別目標
に対する
自己評価 Ｂ 評価

理由

築年数が5０年以上経過しており建物の老朽化が進んでいることから、利
用者の安全確保のために維持管理の徹底を図る必要があったことからB評
価とした。

今後の
活動計画

プール絵本館複合施設の敷地なることから令和６年度に解体工事を行う。
新施設に求められる役割等については絵本館ワークショップやアンケートを通じて検討し、建替まで
の期間は仮移転を進める。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 各校下保護者

事業概要

家庭・学校・地域社会が相互に協力し、地域ぐるみで青少年の健全育成を図る。
各学校ＰＴＡが中心となって、家庭における教育や子育てに役立つ講座を企画、開設する。

主な
取り組み

校下家庭教育の講座の実施

令和４年度
の取組内容

樺山分校においてＰＴＡ主催講座１件実施

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

新型コロナウイルス感染症の影響で事業はなかったが、令和４年度は１件
実施された。引き続き利用促進を図る。

今後の
活動計画

現状で校下家庭教育の講座を実施していく。
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郷土に生きる力を育む少年教育

事務事業No. 事務事業名 ワンダーキッズ事業

款 10 項 4 目 3 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 くっちゃんで暮らす幸せを感じる 個別目標 安心して子育て子育ちができるまちにする

施策

事務事業No. 事務事業名 子ども特派員派遣事業

款 10 項 4 目 3 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 くっちゃんで暮らす幸せを感じる 個別目標 安心して子育て子育ちができるまちにする

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民・住民

事業概要

自然・文化・スポーツなどのさまざまな体験活動を通して、「知・徳・体」の成長、「豊かな心」・「生きる
力」の基盤を育んでいく。
小学校５年生を対象に、羊蹄山やニセコ連峰、尻別川など郷土が誇る大自然の中で、文化・スポーツなどの様々
な体験活動を行う。

主な
取り組み

年間を通した講座の実施

令和４年度
の取組内容

・開講式＆ペットボトルロケット（5.14）　・イワオヌプリ＆硫黄鉱山跡（中止）
・小樽水族館（7.29）　・羊蹄山登山（中止）・高速道路体験バスツアー（8.27）　
・円山動物園（10.1）　・ウポポイ民族共生象徴空間（10.29）　・凧あげ（12.26）　　
・スノーシュー（3.11）

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

概ね達成されているが、悪天候や新型コロナウイルス感染症の影響より実
施できなかったプログラムがあった。

今後の
活動計画

倶知安町の歴史を学ぶ「硫黄鉱山探訪」、象徴的な羊蹄山の登山など郷土愛を育むプログラムと、学
校教育では体験しにくいプログラムをバランスよく取り入れて事業を展開していく。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民・住民

事業概要

町内の小学５年生を対象とし、子どもたちが町の特派員となって決められたテーマの調査・研究のために他の自
治体を訪問して、仲間や指導者とともに集団生活をしながら問題解決を図る。
自ら考え行動する力、併せて広い視野と自主性・積極性・社会性及び協調性を育む。

主な
取り組み

事前ミーティング（数回）
特派員派遣事業の実施
事後研修（壁新聞等により成果物の作成）

令和４年度
の取組内容

実施に向けて参加者を募集し事前研修を進めていましたが、コロナ感染拡大防止のため特派員派遣は
中止となりました。

個別目標
に対する
自己評価 Ｂ 評価

理由

実施できるよう準備は整えたが、新型コロナウイルス感染症の影響で実施
を断念した。

今後の
活動計画

今後も、自ら考え行動することにより児童に広い視野と自主性、積極性及び社会性を身につけさせる
ことを目的とした事業を実施していく。
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郷土に生きる力を育む少年教育

事務事業No. 事務事業名 青少年育成会運営補助事業

款 3 項 2 目 3 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 くっちゃんで暮らす幸せを感じる 個別目標 安心して子育て子育ちができるまちにする

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 団体・協議会（青少年育成会）

事業概要

青少年問題における町ぐるみの運動の推進と、青少年の健全育成を図る。

主な
取り組み

倶知安町青少年育成会の運営に対する経費の一部を補助する。

令和４年度
の取組内容

運営に対する経費の一部を補助を行った。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

達成されていることからＡ評価とした。

今後の
活動計画

今までどおり、倶知安町青少年育成会の運営に対する経費の一部を補助していく。
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仕事と生活の調和を図る生き方の実現

事務事業No. 事務事業名 町民向け英語研修

款 10 項 4 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 くっちゃんで過ごす幸せを感じる 個別目標 交流タウンとしての魅力を高める

施策

事務事業No. 事務事業名 はたちのつどい事業

款 10 項 4 目 3 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 くっちゃんで暮らす幸せを感じる 個別目標 安心して子育て子育ちができるまちにする

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町内在住者

事業概要

「聞く・話す」に焦点を当てた、より実践的な英会話を身に付けることを目的とした町民向けの英語
研修事業。

主な
取り組み

英語研修事業

令和４年度
の取組内容

「日常英語コース」A class（１６回実施　２０名参加）
「仕事英語コース」B class（１６回実施　２４名参加）

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

アンケートの集計結果から、「大変有意義だった」または「有意義だっ
た」の回答が８～９割を占めており事業の実施については効果的であった
と考えられる。

今後の
活動計画

引き続き実施方式の工夫をはかり事業を継続する。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 年度内成人者

事業概要

新成人の祝福と社会人としての自覚と責任感の醸成を目的として、成人の日に合わせて記念式典を実
施する。

主な
取り組み

記念式典
羊蹄太鼓の演奏
『想い出アルバム』の上映など。

令和４年度
の取組内容

Ｒ5.1.8に実施し111人の出席者があった。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

引き続きコロナ対策が必要ではあったが、大きな混乱なく実施することが
できた。

今後の
活動計画

記念式典
羊蹄太鼓の演奏
『想い出アルバム』の上映など。
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仕事と生活の調和を図る生き方の実現

事務事業No. 事務事業名 公民館文化講座事業

款 10 項 4 目 2 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ③健康で笑顔があふれるまちにする 個別目標

施策

事務事業No. 事務事業名 図書室運営事業

款 10 項 4 目 2 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ③健康で笑顔があふれるまちにする 個別目標

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要

健康で生きがいのある人生を築くための学習
各種講座の開設

主な
取り組み

学習機会の拡充
社会参加の拡充

令和４年度
の取組内容

前期講座として７講座延べ３２７名が受講し、後期講座は２講座延べ５９名受講した。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

定員を下回る講座があり、新型コロナウイルス感染症の影響が考えられる
が、長らく継続してきた講座を大事にしながら、新規講座の開講も必要で
ある。令和４年度は新規講座実施（ポッケラボとのコラボにより子育て講
座の実施）に結びついているのでＡ評価とした。

今後の
活動計画

定員をはるかに超えるような講座は定番であっても継続して開講していく。また、数人の申込であっ
たとしても、後々サークル活動に繋がるようであれば継続して開講する。また、R5はコロナ禍前に実
施していた講座の一部復活を模索する。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 図書室利用者

事業概要

読書によって言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生
きる力を身につける。
蔵書の数を充実し、魅力ある図書室とする。

主な
取り組み

図書システム継続導入及び環境整備
情報提供の充実
図書の購入
電子図書館システム導入・運用

令和４年度
の取組内容

話題図書、利用者からのリクエスト本の購入
町のＨＰ、館内の掲示板を使った情報提供
室内の環境整備
電子図書館システム導入及び運用の実施並びにGIGAスクール構想との連携

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

図書購入、館内掲示板や図書室ＨＰにより情報提供は概ね達成しており、利便性
向上のため電子図書館システム導入・運用を行い、さらに学校教育課及び町内各
小中学校の協力により児童生徒全員に割り当てられているタブレット端末から電
子図書館にログインし、電子書籍の貸し借りを出来るよう対応を行ったのでＡ評
価とした。

今後の
活動計画

図書室の利便性向上の検討
図書システムの継続利用
電子図書館システム運用の継続実施及び町民への利用啓発の一環として「スマホ教室＋電子図書館講
座」の実施を目指す。
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仕事と生活の調和を図る生き方の実現

事務事業No. 事務事業名 文化協会補助事業

款 10 項 4 目 2 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ③健康で笑顔があふれるまちにする 個別目標

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 倶知安町文化協会

事業概要

文化協会加盟団体が連絡、連携により町における文化活動の充実を図るため助成する。

主な
取り組み

倶知安町文化協会の運営事業に対し、適切な補助金事務を行う。

令和４年度
の取組内容

補助交付決定額　1,400,000円、概算払額　1,025,000円、補助確定額　1,025,000円（町出納室指導
によりコロナウイルス感染症の影響から補助金戻入の増加によりＲ４は概ね７割程度の概算払いとす
ることを求められていた経過がある。）

個別目標
に対する
自己評価 Ｂ 評価

理由

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により補助額が減少したが、文化協
会と連携し、適切な事務処理を行った。

今後の
活動計画

令和５年度以降も継続して、町文化協会と連携を取り、各事業を進めていく。
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持続可能な生きがいづくりの推進

事務事業No. 事務事業名 寿大学事業

款 10 項 4 目 4 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ④人と人とのつながりがあるまち 個別目標 ②生涯学習社会の実現

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 ６５歳以上の町民

事業概要

生涯学習のひとつとして、高齢者が進んで老後を築き、主体的姿勢を身につける努力や仲間づくりを
中心に、心身ともに健康で明るく、生きがいのある生活を送ることを目的とする。

主な
取り組み

年間を通しての講座の実施
バス遠足
宿泊研修
ひとこと文集の発行

令和４年度
の取組内容

新型コロナウイルス感染症対策を優先しながら年９回の講座開催
恵庭市「ガーデンフェスタ」、伊達市「歴史文化ミュージック」へ日帰り研修
ひとこと文集の発行

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

新型コロナウイルス感染症の影響による制限はあったが、町内農業高校と
のコラボ事業を行うなど、新たな試みを実施できたのでＡ評価とした。

今後の
活動計画

年間を通しての講座の実施
バス遠足
宿泊研修
ひとこと文集の発行
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生涯におけるスポーツの推進

事務事業No. 事務事業名 学校開放事業

款 10 項 5 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 生涯スポーツの普及

事務事業No. 事務事業名 総合型地域スポーツクラブ推進事業

款 10 項 5 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 生涯スポーツの普及

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要

スポーツ少年団やサークルなどに対し、町内の小中学校４校（倶小・西小・北陽・倶中）の体育館
を夜間に開放し、日常的にスポーツを行う機会を創出する

主な
取り組み

利用団体の調整及び夜間開放時の管理を行う

令和４年度
の取組内容

利用団体等の調整
開放時の施設管理

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

新型コロナウイルス感染症の影響で利用制限等が生じたが、消毒の徹底や検温器
の設置など、感染対策を施しながら開放事業を実施した。
少年団員の競技力向上を図り、町民の健康づくりやスポーツの普及に貢献した。

今後の
活動計画

今後の利用希望の増加に対応できるよう、対策を検討する。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 倶知安町内在住の住民

事業概要

総合型スポーツクラブ（じゃが太スポーツクラブ）の活動支援及び協力

主な
取り組み

総合型スポーツクラブ（じゃが太スポーツクラブ）による、町民の運動意識のためのイベント事業
等の活動を支援する。

令和４年度
の取組内容

夏期事業；ニセコ山系（ひらふコース）散策
冬季事業；スノーシューによるチセヌプリ周辺の散策

個別目標
に対する
自己評価 Ｂ 評価

理由

コロナ禍もあり、特に冬期の参加者は少なかったものの、予定通り事業
を実施した。

今後の
活動計画

町民の運動機会の創出や部活動の地域移行による国の動向なども鑑み、今後の事業内容やスポーツ
クラブのあり方などを検討していく必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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生涯におけるスポーツの推進

事務事業No. 事務事業名 スポーツ振興審議会事務

款 10 項 5 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 生涯スポーツの普及

事務事業No. 事務事業名 スポーツ表彰事業

款 10 項 5 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 生涯スポーツの普及

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民、各種団体等

事業概要

教育委員会の諮問等に応じて、住民のスポーツ振興に関する事項を調査・審議する。

主な
取り組み

スポーツ振興審議会の振興・運営事務

令和４年度
の取組内容

スポーツ振興審議会の振興・運営事務（10月に審議委員会開催）

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

スポーツ振興に係る各種事業の報告やスポーツ表彰の審議等を実施し
た。
町営プールの建替や代替施設利用事業になど、政策的な案件に対する報
告や助言の機会を持つことができた。

今後の
活動計画

これまで通り継続して事業を実施する

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民、各種団体等

事業概要

スポーツで優秀な成績を収めた者・団体にスポーツ栄誉賞・スポーツ賞・スポーツ奨励賞を授与し
て表彰する。

主な
取り組み

スポーツで優秀な成績を収めた者・団体にスポーツ栄誉賞・スポーツ賞・スポーツ奨励賞を授与し
て表彰する。

令和４年度
の取組内容

スポーツ賞の授与　５個人０団体
スポーツ奨励賞の授与　１１個人５団体　　合計２１件

個別目標
に対する
自己評価 Ｂ 評価

理由

表彰に係る事務は適正に行われたものの、コロナ禍により一斉の表彰式
等を執り行わなかったため、配布に時間を要した。

今後の
活動計画

事業自体は継続して実施するものの、アフターコロナにおいて受賞者への授与の方法についてのあ
り方を検討する必要がある。
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生涯におけるスポーツの推進

事務事業No. 事務事業名 スポーツ推進委員及びスポーツ指導員事務

款 10 項 5 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 生涯スポーツの普及

事務事業No. 事務事業名 スポーツ協会補助事業

款 10 項 5 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 生涯スポーツの普及

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民、各種団体等

事業概要

スポーツの実践活動及び実技指導を行う。

主な
取り組み

スポーツ推進委員会議を開催し、各種スポーツ教室の運営について協議・情報交換を行う。各ス
ポーツ教室の開催時の実技指導

令和４年度
の取組内容

推進委員会議　2回開催　
町民スポーツフェスティバル（パークゴルフ及びマラソン記録会）の運営支援　

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

前年に続き新型コロナウイルス感染症により、スポーツ推進員・指導員
を中心としたスポーツ教室の実施は難しい状況であったが、学校スキー
授業への派遣やイベント支援などの必要な取組は行うことができた。

今後の
活動計画

今後想定される部活動の地域移行などを鑑みた場合、今後さらに地域のスポーツ指導体制の充実は
重要度が増すものと考えており、引き続き活動を支援するとともに、地域の指導体制の拡充を目指
す。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 倶知安町スポーツ協会

事業概要

町民の健全な心身の発達と体育・スポーツの普及振興を図るため、倶知安町スポーツ協会が実施す
る事業に要する経費の一部を補助する。各種スポーツ団体の育成と競技環境の向上を図る。

主な
取り組み

倶知安町スポーツ協会が実施する事業に要する経費の一部を補助する。

令和４年度
の取組内容

倶知安町スポーツ協会が実施する事業に要する経費の一部の助成
当該補助を通じた、各競技団体の活動支援のほか、大会や合宿の実施支援や全国規模の大会に出場
する選手、監督（コーチ含む）に対しての宿泊・交通費等の補助事業を実施した。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

新型コロナウイルス感染症の影響により、一部の大会やイベント等が中
止となったものの、感染対策を行いながら実施された各種活動の支援を
行った。

今後の
活動計画

継続して事業を実施する。
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生涯におけるスポーツの推進

事務事業No. 事務事業名 スポーツ少年団本部運営補助事業・大会交通費補助

款 10 項 5 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標②子どもが心身ともに健やかに育つまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 生涯スポーツの普及

事務事業No. 事務事業名 町技普及振興事業

款 10 項 5 目 5 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 生涯スポーツの普及

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 スポーツ少年団

事業概要

スポーツ少年団の育成支援を行うため、スポーツ少年団本部への運営補助を行う。また、加盟少年
団に対して、道内で開催される大会参加への借上自動車にかかわる経費の一部を助成する。

主な
取り組み

スポーツ少年団の育成支援を行うため、スポーツ少年団本部への運営補助を行う。また、加盟少年
団に対して、道内で開催される大会参加への借上自動車にかかわる経費の一部を助成する。

令和４年度
の取組内容

少年団本部を通じた各団への補助金助成の他、各大会の人的支援や交通費補助などを行った。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

新型コロナウイルス感染症の影響により、一部の大会やイベント等が中
止となったものの、感染対策を行いながら実施された各種活動の支援を
行った。

今後の
活動計画

少年団においても、今後担うべき役割が拡大する中では、各団体や選手への短期的な支援、地域の
競技環境を維持する視点での中長期的な人材育成など、より広い視野で活動をサポートする必要性
があり、継続して事業を実施する。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要
町民がスキーに親しむ機会の普及と拡充
スキー・スノーボード選手育成支援

主な
取り組み

町内の小・中・高校生のスキー授業時及び町内小学生以下のリフト代の無料化
スキー連盟が実施する町内小学生を対象としたスキー教室の開催支援
各種スキー大会に対する備品の貸出、スキー国際大会に伴う助成

令和４年度
の取組内容

・小・中学生以下のリフト無料化の実施　・小学校のスキー授業への講師派遣
・スキー連盟が実施する町内小学生を対象としたスキー教室の開催支援   ・歩くスキーの貸出
・スキー大会に対しての備品の貸出　・競技者に対しての練習環境の整備、提供
・スキーの町50周年記念事業の実施

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

スキー連盟が実施するスキー教室には、前年に続き多くの参加があり、町技であ
るスキーを子ども達が挑戦し実践する環境を維持することができた。また、引き
続き学校スキー授業の講師派遣等の協力を行ったほか、各種大会開催支援を行っ
た。
スキーの町５０周年記念事業を実施した。

今後の
活動計画

町技であるスキーの振興は多くの町民が望んでおり、子どもから大人までスキーを行える環境づく
りや、子ども達を中心とする競技環境の支援について継続して行う。
スキーの町５０周年記念事業の一環で行った、スノーリゾート利用事業について、スキーの町とし
て今後も継続する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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文化芸術に親しめる環境

事務事業No. 事務事業名 自主企画事業

款 10 項 4 目 2 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標③健康で笑顔があふれるまちにする 個別目標

施策

事務事業No. 事務事業名 総合文化祭

款 10 項 4 目 2 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標③健康で笑顔があふれるまちにする 個別目標

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要

優れた芸術鑑賞の場を提供し、文化活動を促進し、強いては地域の活性化を期する。
自主企画事業として、芸術鑑賞と文化享受の機会の充実を図る。

主な
取り組み

文化協会との共催により「落語寄席　三遊亭白鳥・倶知安ライブ」の実施

令和４年度
の取組内容

文化協会と連携し、R4.10.22公民館大ホールにて「落語寄席　三遊亭白鳥・倶知安ライブ」を開催し
た。入場者数170名

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

文化協会と密に連携を取り、開催準備を進め、予定通り開催することが出来たの
でＡ評価とした。

今後の
活動計画

令和５年度以降も町文化協会との共催を中心に、事業実施に向け関係者と協議を進める。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要

町内の各文化サークル・団体と協力し、各文化芸術の活動成果を発表する場を提供する。

主な
取り組み

町総合文化祭の開催

令和４年度
の取組内容

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により「町民音楽祭」「芸能発表会」は中止となったが、幼
保・児童・生徒及び文化サークル等による作品展示を開催することが出来た。

個別目標
に対する
自己評価 Ｂ 評価

理由

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により一部ではあるが、開催することが出
来たのでB評価とした。

今後の
活動計画

国の新型コロナウイルス感染症対策が緩和されたことで令和５年度以降はコロナ禍前と同内容での総
合文化祭（町民音楽祭、芸能発表会等）実施を目指し、関係団体と密に連携していく。
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文化芸術に親しめる環境

事務事業No. 事務事業名 美術館展示活動事業

款 10 項 4 目 7 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標⑥次の世代に引き継げるまち 個別目標②美しく感性豊かな文化力があるまちの創出

施策 芸術文化の振興と活動支援

事務事業No. 事務事業名 美術館教育普及活動事業

款 10 項 4 目 7 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標⑥次の世代に引き継げるまち 個別目標②美しく感性豊かな文化力があるまちの創出

施策 芸術文化の振興と活動支援

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 来館者

事業概要

常設展示は館の収集保存の中心である小川原脩作品を展示。テーマを設け、作品の背景、解釈等を観覧者の興味
関心を引くよう工夫し、着眼点を提案しながら作品を紹介する。
企画展示では、倶知安に縁のある芸術家たちの作品を展示公開することで地域に密着した多様な芸術作品に触れ
る機会を提供し、芸術文化の振興を図る。
地域で活躍する芸術家による展覧会を町も共同して企画し、開催する。

主な
取り組み

常設展示、企画展示（しりべしミュージアムロード共同展・戦争スケッチ展を含む）の開催
特別展示（倶知安高校100周年記念　京極夏彦美術展）の開催

令和４年度
の取組内容

常設展示４回、企画展示４回、特別展示１回開催

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

常設展、企画展とも展覧会は計画どおり実施できた。
京極夏彦展は２千人を超える来館者数となった。
展示ケースを新規購入し資料展示が充実した。

今後の
活動計画

（R５年度）
常設展２回、企画展５回開催予定

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 観覧者、町民

事業概要

美術、美術館の魅力や楽しみを多くの方に知ってもらうことを目的に、土曜サロン、ミュージアム・
コンサート、ワークショップなどのミュージアムイベントを開催

主な
取り組み

土曜サロン、ミュージアムコンサート、特別展示関連トークイベントほか教育普及事業の実施

令和４年度
の取組内容

土曜サロン、アートトークなどの開催（26回、講師：学芸員、学芸補助職員）、造形活動ワーク
ショップの開催（1回、講師：宮崎むつ氏）、ミュージアム・コンサート（3回開催）、フランス語講
座（11回、講師：柴勤前館長）
特別展示関連トークイベント「京極夏彦　描く書く創る」

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

コロナ禍による感染防止のため、イベントの中止や開催規模の縮小などの
措置を取りながら事業を実施した。
京極夏彦氏のトークイベントでは、オンライン申込を活用するなどして、
規模の大きなイベントを円滑に開催することができた。

今後の
活動計画

地域の美術館として気軽に足を運んでもらえるよう、美術や美術館に触れる機会を提供し普及を図
る。
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文化芸術に親しめる環境

事務事業No. 事務事業名 美術館絵画コンクール事業

款 10 項 4 目 7 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標⑥次の世代に引き継げるまち 個別目標②美しく感性豊かな文化力があるまちの創出

施策 芸術文化の振興と活動支援

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 後志管内町村の小学生、羊蹄山麓地区の中学生

事業概要

多くの子供たちが文化・芸術に触れ、参加できる企画として絵画コンクールを実施する。

主な
取り組み

作品募集、表彰、作品展示の実施

令和４年度
の取組内容

応募全作品の展示場所を美術館ロビーで行い、応募者全員に美術館招待券を進呈した。
表彰式はコロナ禍のため中止

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

コロナ禍で作品応募数の減少が懸念されたが小学生、中学生ともに例年並
み以上の応募があった。美術館で全作品を展示、期間中何度でも利用でき
る招待券を進呈したことにより、たくさんの子どもたちと家族の方が来館
し観覧された。

今後の
活動計画

引き続き絵画コンクールを実施
美術館ロビーでの作品展示はスペースが限られるという問題があるが、展示方法を工夫して継続
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繋げよう文化財保護活動

事務事業No. 事務事業名 風土館展示活動事業

款 10 項 4 目 8 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ⑥次の世代に引き継げるまち 個別目標 ②美しく感性豊かな文化力があるまちの創出

施策 文化施設等の設備の充実と利用促進

事務事業No. 事務事業名 風土館教育普及・研究活動事業

款 10 項 5 目 8 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ⑥次の世代に引き継げるまち 個別目標 ②美しく感性豊かな文化力があるまちの創出

施策 文化施設等の設備の充実と利用促進

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民、来館者全体

事業概要

町の歴史、自然、特色などに関する資料・情報を展示し、また、これらを後世に引き継ぐため適切に管理保存を
行う。

主な
取り組み

展示の充実、標示の改良。学校の授業での利用促進

令和４年度
の取組内容

常設展示の改良（展示位置、説明キャプションなど）
未整理資料・収蔵品の整理分類を継続実施
丸型郵便ポストの設置実施（風土館正面玄関風除室内）

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

整理資料の整理分類作業は、北大との連携事業はコロナ禍で中止となった
が、継続して実施した。
丸型郵便ポストを現役復帰させ使用できるようにした。

今後の
活動計画

展示、標示の改良継続
収蔵資料のデータ化、デジタル化に向けた整理分類作業を継続

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民、来館者全体

事業概要

地域、学校教育等と連携し、風土館の利用促進を図り、町の歴史、自然などについて知ってもらう。
自然観察会などを通じて倶知安の自然、生物、植物の特色を知ってもらう。
倶知安周辺の生物調査・研究

主な
取り組み

小中学校の授業支援、出張授業の実施。見学授業対応
自然観察会「ふるさと探訪」、小中学生向け体験学習イベント「寺子屋ミュージアム」の実施
生物調査等の実施

令和４年度
の取組内容

「ふるさと探訪」の実施（４回）、「寺子屋ミュージアム」の実施（６回）
小学校の見学授業、出張授業の対応
生物調査の実施。標本資料の製作
羊蹄山のコマクサ除去活動

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

イベントの中止もあったが、開催イベントは好評であった。
尻別川など倶知安周辺の自然、生物調査を実施した。

今後の
活動計画

学校連携の継続、拡充
ふるさと探訪、寺子屋ミュージアムの継続実施と内容の充実
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繋げよう文化財保護活動

事務事業No. 事務事業名 文化財などの保護事業

款 10 項 4 目 6 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標 ⑥次の世代に引き継げるまち 個別目標 ②美しく感性豊かな文化力があるまちの創出

施策 文化財の保護と有効活用

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民、来館者全体

事業概要

地域の伝統・文化などを将来にわたり継承し発展させるため、町指定文化財、文化遺産、貴重な動植物など(天然
記念物)の保護と保存を図る。
埋蔵文化財包蔵地に関する対応

主な
取り組み

町指定有形文化財「大佛寺本堂の天井画」の管理謝礼他。倶知安双書の発行。和太鼓の修理
文化財保護調査委員会の開催

令和４年度
の取組内容

・和太鼓の購入及び修繕
・町指定有形文化財「大佛寺本堂の天井画」の管理謝礼
・「大佛寺本堂の天井画」の写真撮影によるデータ管理

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

予定の事業は実施できた。

今後の
活動計画

・町指定有形文化財「大仏寺本堂の天井画」の管理謝礼
・和太鼓の購入及び修繕
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社会教育施設と社会教育体制の整備と充実

事務事業No. 事務事業名 公民館・文化福祉センター運営事業

款 10 項 6 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標③健康で笑顔があふれるまちにする 個別目標

施策

事務事業No. 事務事業名 公民館・文化福祉センター施設整備管理事業

款 10 項 6 目 1 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標③健康で笑顔があふれるまちにする 個別目標

施策

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 利用者

事業概要

倶知安町公民館、文化福祉センターの運営、維持管理

主な
取り組み

来館者が快適かつ安全な環境下で利用できるように運営・維持管理を行う。

令和４年度
の取組内容

貸館業務等夜間・土日祝日に管理人を配置し施設管理を行った。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

夜間・土日祝日に管理人（会計年度任用職員）を配置し、利用者が快適に
利用できるよう対応した。

今後の
活動計画

前年と同様に管理人を配置し、貸館業務等利用者が引き続き快適に利用できるよう努めていく。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 利用者

事業概要

利用者が安全かつ快適な環境下で利用できるように施設の適切な維持管理を行う。

主な
取り組み

施設の維持管理(敷地、建物、附帯設備)、運営、整備改修

令和４年度
の取組内容

当初予算では、大ホール棟東側避難口ドア修繕工事を行った。
また、補正予算により文化福祉センター防火扉改修工事、文化福祉センター暖房機更新工事等を行
い、可能な限りでの施設整備対応を行った。

個別目標
に対する
自己評価 Ｂ 評価

理由

予算の都合上、施設設備の全ての整備は出来ないが、可能な限りでの各種
工事や小修繕対応を行ったのでB評価とした。

今後の
活動計画

優先度の高いものから予算化し、整備を進めるためにもＲ４に「社会教育施設個別施設計画」を策定
したので、令和５年度以降は計画に沿った整備の実施に向け、予算化を目指していく。
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社会教育施設と社会教育体制の整備と充実

事務事業No. 事務事業名 美術館維持管理事業

款 10 項 4 目 7 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標⑥次の世代に引き継げるまち 個別目標②美しく感性豊かな文化力があるまちの創出

施策 芸術文化の振興と活動支援

事務事業No. 事務事業名 風土館維持管理事業

款 10 項 4 目 8 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標⑥次の世代に引き継げるまち 個別目標②美しく感性豊かな文化力があるまちの創出

施策 文化施設等の設備の充実と利用促進

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 来館者

事業概要

小川原脩記念美術館の運営、維持管理、整備・改修

主な
取り組み

来館者が快適かつ安全な環境下で観覧できるように施設の適切な維持管理を行う。

令和４年度
の取組内容

小川原脩作品修復業務の実施　「旅のBALLADE」（1970年）修復
展示室系統（第1.第2）加湿設備交換工事の実施
遊歩道照明改修工事の実施
施設、敷地内環境の維持管理

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

小川原脩の絵画作品・資料等を安全に展示・保管するため、小川原脩作品
修復業務及び展示室系統（第1.第2)加湿設備交換工事を実施した。
美術館・風土館エリアに安心して散歩・遊びに来られるよう、美術館・風
土館敷地内に遊歩道照明改修工事を実施した。

今後の
活動計画

美術館は建築から23年が経過しており要修繕箇所も増えているが、優先度の高いものから予算化し実
施していく。
敷地内環境は美化の維持、来訪者の安全確保に努める。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民、来館者全体

事業概要

来館者が快適かつ安全な環境下で観覧できるように施設の適切な維持管理を行う。

主な
取り組み

施設の維持管理(敷地、建物、附帯設備)、整備・改修

令和４年度
の取組内容

空調機器新設工事の実施
空気清浄機購入の実施
収蔵資料燻蒸業務の実施
施設、敷地内環境の維持管理

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

空調機器新設工事の実施や空気清浄機購入を行い、展示資料の適切な保
全、保管に必要な温湿度管理を行うこと及び来館者が快適に観覧できる環
境が向上した。
収蔵資料燻蒸業務を行い、貴重な資料等が適切に保管管理された。

今後の
活動計画

施設老朽化の修繕対応。優先度の高いものから予算化を図る。
敷地内環境については美化の維持、来訪者の安全確保に努める。
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社会教育施設と社会教育体制の整備と充実

事務事業No. 事務事業名 総合体育館運営事業

款 10 項 5 目 3 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 スポーツ施設の整備

事務事業No. 事務事業名 旭ケ丘スキー場管理運営事業

款 10 項 5 目 5 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 スポーツ施設の整備

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要

町民の健康づくりや生涯スポーツの普及・推進のため、多くの世代に活用されるよう総合体育館施設
の維持管理や体育器具の整備を行う。

主な
取り組み

総合体育館の運営、館内設備の維持管理や計画的な整備、改修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和４年度
の取組内容

新型コロナウイルス感染状況等に応じた柔軟な施設運営
トレーニング室へのコロナ対策設備や新器具の購入
館内設備の維持管理や保守点検

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

新型コロナウイルス感染症状況に応じて、利用時間や人数制限を設けて開
館するなど、町民の運動機会を確保しつつ感染防止対策を図りながら運営
を行った。
また、幼児の運動機会の確保に努めた。

今後の
活動計画

新型コロナウイルス感染防止を図りながらの施設運営
老朽設備や備品について優先度を鑑みて計画的に修繕や改修を実施する。
和式が大半を占めるトイレの洋式化や、老朽化したシャワー室の改修
幅広い世代が総合体育館を活用し運動機会を確保できるよう、新たな機器の導入を検討する。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要
スキー場施設の運営
スキー場の安全な運営の為の機械整備の実施
クロスカントリーコースの整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主な
取り組み

スキー場施設の運営
スキー場の安全な運営の為の機械整備の実施
クロスカントリーコースの整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和４年度
の取組内容

スキー場施設の運営と機械整備
夏季草刈り等によるコース整備の実施
ゲレンデ・クロカンコースの支障木伐採

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

スキー場は予定通りオープンし、利用者数は前年年に比べ微減したもの
の、地元の子ども達を中心に週末は家族連れがスキーに親しむ様子が多く
見られた。クロスカントリースキーコースは、早めの整備着手によりシー
ズン初旬から活用されていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

今後の
活動計画

リフト運転員等現場従業員とのコミニュケーションにより安全意識の向上を図る
ジャンプ台の除却と老朽化ナイター照明の早急なLED化の検討
ゲレンデやクロスカントリーコースの支障木伐採などの計画的な整備とやジャンプ台撤去後の跡地の
利活用など検討
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社会教育施設と社会教育体制の整備と充実

事務事業No. 事務事業名 町営プール管理及び代替施設利用事業

款 10 項 5 目 4 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 スポーツ施設の整備

事務事業No. 事務事業名 町営プール及び絵本館建替に関する検討

款 10 項 5 目 4 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 スポーツ施設の整備

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要

倶知安町営プール施設が老朽化に伴いが使用できないことから、代替施設として民間プールを町営
プールと同料金にて使用できるよう利用料金の一部を町で負担する。既存の水泳プールについては法
定点検など最低限の施設維持を行う。

主な
取り組み

ホテルニセコアルペンのプール施設を利用する際の個人・団体サークル利用者への支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和４年度
の取組内容

ホテルニセコアルペンのプール施設を利用する際の個人・団体サークル利用者への支援　　　　　

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

町営プールが休館となり、代替施設事業としては二年目の実施であり、利
用者とのトラブルや大きな事故等なく実施することができた。

今後の
活動計画

町営プールの建替には相応の時間が要するため、代替施設利用事業の継続実施を行う。
民間のプール施設が建て替えに伴い使用できなくなることから近隣市町村営プールでの代替え利用を
実施する。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要

倶知安町営プール施設が老朽化に伴いが使用できないことから建替に向けた検討を行う。令和４年度
に基本構想を策定し、速やかに基本計画に着手し絵本館及び世代交流センター含めた複合施設として
整備を検討する。

主な
取り組み

町営プール建替基本構想の策定
町営プール建替基本計画の着手

令和４年度
の取組内容

前年度までの検討状況も踏まえ、基本的な方針や求められる機能を定めた基本構想を策定した。同年
１０月より基本計画業務を着手し、候補地となる絵本館及び世代交流センター（多目的ルーム）機能
も含めた複合施設として引き続き検討を進めている（令和５年度継続）。

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

基本構想が策定され速やかに基本計画に進めることができたことからＡ評
価とする。

今後の
活動計画

令和５年度も事業を継続し具体的な機能や規模について検討する。
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社会教育施設と社会教育体制の整備と充実

事務事業No. 事務事業名 パークゴルフ場管理運営事業

款 10 項 5 目 4 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 スポーツ施設の整備

事務事業No. 事務事業名 野球場管理運営事業

款 10 項 5 目 4 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 スポーツ施設の整備

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要

パークゴルフ場運営・施設の維持管理、修繕、整備、改修

主な
取り組み

パークゴルフ場運営・維持管理、整備、改修
備品購入・修繕

令和４年度
の取組内容

職員・現場職員・管理業者・協会との定期的な打合せによる施設環境の維持

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

施設の管理に当たっては職員・管理委託事業者・協会が日頃から連携を図
りつつ、シーズンを通じ良好なコンディションを維持できたほか、利用者
数も若干増加した。

今後の
活動計画

関係者と定期的な打合せを行い、施設管理や大会実施の協力を行う。
場内花壇の整備に農業高校などの協力を得るなど、利用者が気持ちよくプレーできるよう施設の美化
に努める。

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要

野球場施設の管理・運営や改修・整備

主な
取り組み

オープンに向けた準備及びクローズ時の撤収
日常的な整備・維持管理

令和４年度
の取組内容

オープンに向けた準備及びクローズ時の撤収
日常的な整備・維持管理及び大会前の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

個別目標
に対する
自己評価 Ｂ 評価

理由

運営等については概ね達成されているが、施設の老朽化に伴う改修等に課
題が残る。

今後の
活動計画

現行通りの維持管理を継続　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連盟と協議を行いながら今後の改修計画や備品の更新を検討する。
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社会教育施設と社会教育体制の整備と充実

事務事業No. 事務事業名 ソフトボール球場管理運営事業

款 10 項 5 目 4 款 項 目

款 項 目 款 項 目

基本目標①一人ひとりを大切にするまち 個別目標③健康づくり・生涯スポーツが活発な町にする

施策 スポーツ施設の整備

予算科目 会計 一般会計

政策体系
【主】

対象 町民

事業概要

ソフトボール球場施設の管理・運営や改修・整備

主な
取り組み

オープンに向けた準備及びクローズ時の撤収
日常的な整備・維持管理

令和４年度
の取組内容

オープンに向けた準備及びクローズ時の撤収
日常的な整備・維持管理及び大会前の整備
大会等に対する整備・支援
球場ベンチテントの一部更新

個別目標
に対する
自己評価 Ａ 評価

理由

施設の維持管理、運営等について概ね達成されている。

今後の
活動計画

これまで通りの維持管理を継続
施設の計画的な改修や設備の更新を行う
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